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　「あげお議会だより」は昭和５３年

５月１日の第１号発行からはじまり、

今号で通算２００号を迎えました。

　これからも議会の活動をお伝えし、

皆さんに関心を持っていただけるよう

に努めてまいります。

（左は第１号の表紙です。）
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令和９年９月定例会

審議された主な議案

　９月定例会で審議した議案は、市長提出議
案（追加提出議案を含む）２６件、議員提出
議案４件の計３０件で、このうち２８件を原案
のとおり可決・同意・認定し、２件を否決し
ました。

議案第８０号　令和３年度上尾市一般会計補正予算（第５号）歳入歳出補正額  １７１０万円
議案第９２号　裁判上の和解をすることについて

※委員会審査については３ページを、討論については４ページをご参照ください。

新図書館複合施設建設工事の契約解除に伴う和解案および和解に要する補正
予算案を賛成者なしで否決

議案第８１号　令和３年度上尾市一般会計補正予算（第６号）歳入歳出補正額  １３億２４７万７０００円
議案第９８号　令和３年度上尾市一般会計補正予算（第７号）歳入歳出補正額  １億４８５６万９０００円

通学路の安全対策と中小・小規模事業者への事業継続支援金の支給などを含む
補正予算案を可決

○通学路の安全対策を実施（１億５５４８万７０００円）

▶千葉県八街市の交通事故を受けて、ＰＴＡや地域からの要望などを踏まえて行った危険箇所の
再点検の結果に基づき、緊急性の高い箇所を対象に通学路の安全対策を実施。

　　　
○コロナ禍における障害者・高齢者への支援を実施（１５９３万円）

▶授産品を児童養護施設などに配布し、障害者の生産活動を啓発。また、７５歳以上の高齢者に対
するフレイル予防を啓発するため、自宅でできる介護予防対策のパンフレットや、口腔ケアの
ための歯ブラシを配布。

　　　
○あげおグルメ応援お食事券の発行（１億２９２万２０００円）

▶市内飲食店の支援および消費喚起を図るため、上尾市観光協会が実施するあげおグルメ応援お
食事券の発行事業に対して補助。

　　　
○中小・小規模事業者に対して事業継続支援金を支給（１億４５５６万９０００円）

▶新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、売上が減少している市内の中小・小規模事業者
に対して、事業継続に資する支援金を支給。

　　　
○飲食店の感染防止対策に対する支援を実施（３００万円）

▶上尾商工会議所が実施する市内飲食店の巡回業務および飛沫防止用アクリル板設置補助に要す
る費用を補助。
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追
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追
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※その他の議案や議決結果については、５ページ「令和３年９月定例会提出議案・請願とその結果」をご参照ください。
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　条例

和解

　

総
務
、
都
市
整
備
消
防
、
文
教
経
済
、

健
康
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

以
下
、
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な

質
疑
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

«
メ
モ
»　

外
出
自
粛
に
よ
り
自
宅
で
過

ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
７５
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
自
宅
で

で
き
る
介
護
予
防
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
口
腔
ケ
ア
の
た
め
の
歯

ブ
ラ
シ
を
配
布
す
る
も
の
。

委
員　

こ
の
事
業
の
委
託
先
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
配
布
方
法
は
。

答　

印
刷
お
よ
び
封
入
封
か
ん
の
委
託

と
な
る
が
、
委
託
先
は
、
こ
れ
か
ら
入

札
に
よ
り
決
定
す
る
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
１２
ペ
ー
ジ
の
も
の
を
考
え
て

い
る
。
掲
載
内
容
は
検
討
中
で
あ
る
が
、

歯
ブ
ラ
シ
を
一
緒
に
送
付
す
る
た
め
、

口
腔
機
能
の
向
上
に
力
を
入
れ
た
内
容

と
し
た
い
。
配
布
方
法
は
、
郵
送
で
あ

る
。

«
メ
モ
»　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
個
人
の
市
民
税
に
係
る
医
療
費
控

除
の
特
例
の
適
用
期
限
を
延
長
す
る
も

の
。

委
員　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

｟※

｠
税
制
に
関
し
、
所
得
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
上
限
額
は
。

答　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

の
条
件
は
、
健
康
診
断
な
ど
健
康
の
保

持
増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
個
人
で
あ
る
。
対
象

と
な
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
１
年
間
に
１

万
２
０
０
０
円
以
上
購
入
し
た
場
合
、

超
過
部
分
に
つ
き
８
万
８
０
０
０
円
を

限
度
と
し
て
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
る
。

※

健
康
診
査
、
予
防
接
種
な
ど
を
受
け

て
い
る
個
人
が
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
｟
一
般
用
医
薬
品
な
ど
の
う
ち
、

医
療
用
か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
｠
を

購
入
し
た
際
に
、
そ
の
購
入
費
に
つ
い

て
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
。
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
は
、
医
療
費
控
除
の
特
例
で
あ
り
、

通
常
の
医
療
費
控
除
と
の
選
択
適
用
と

な
る
た
め
、
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
し

て
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

«
メ
モ
»　

損
害
賠
償
請
求
事
件
に
関
し
、

裁
判
上
の
和
解
を
し
た
い
の
で
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
提
案
す
る
も
の
。

委
員　

議
案
が
否
決
さ
れ
、
和
解
案
で

は
な
く
、
判
決
と
な
っ
た
場
合
に
、
遅

延
損
害
金
は
、
高
額
と
な
る
か
。

答　

遅
延
損
害
金
に
関
し
て
は
、
元
本

に
一
定
の
率
を
か
け
て
算
出
す
る
の

で
、
基
本
的
な
損
害
額
の
判
断
が
和
解

案
よ
り
上
が
れ
ば
、
単
純
に
そ
れ
だ
け

で
額
が
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

遅
延
損
害
金
は
支
払
い
済
み
ま
で
か
か

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
裁
判
所
が
判
決

を
出
す
ま
で
に
要
す
る
時
間
や
市
が
支

払
い
に
要
す
る
時
間
を
考
慮
す
る
と
、

支
払
い
時
期
が
遅
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
額
も
大
き
く
な
る
可
能
性
は
高

い
。
ま
た
、
原
告
は
商
事
法
定
利
率
を

用
い
て
年
６
分
で
遅
延
損
害
金
を
算
出

し
請
求
し
て
い
る
の
に
対
し
、
和
解
案

は
、
民
事
法
定
利
率
を
用
い
て
年
５
分

の
市
に
有
利
な
数
字
で
算
出
さ
れ
て
い

る
。
判
決
と
な
れ
ば
、
利
率
が
大
き
く

な
る
可
能
性
も
あ
る
。

委
員　

そ
れ
ぞ
れ
が
主
張
す
る
逸
失
利

益
の
利
益
率
は
。

答　

市
が
０
・
５
％
、
相
手
方
が
１６
％

程
度
を
主
張
す
る
中
で
、
裁
判
所
の
和

解
案
は
１
・
５
％
と
い
う
数
字
を
採
用

し
て
い
る
。
和
解
案
は
、
相
手
方
の
主

張
を
９
割
も
減
殺
す
る
よ
う
な
、
市
の

主
張
に
近
い
判
断
で
あ
っ
た
た
め
、
和

解
案
に
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
、
今
回

の
提
案
に
至
っ
た
。

«
メ
モ
»　

市
内
小
学
校
に
通
学
す
る
児

童
の
安
全
確
保
の
た
め
、
道
路
舗
装
の

修
繕
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
の
新
設
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
引
き

直
し
を
す
る
も
の
。

委
員　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
お
よ
び
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
の
設
置
条
件
は
。

答　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
２
メ
ー
ト
ル

以
上
の
歩
道
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
は
、
車
道
と
歩
道
を
区

分
す
る
た
め
に
設
け
る
も
の
で
、
歩
道

が
確
保
で
き
な
い
場
合
に
設
置
す
る
。

委
員　

緊
急
性
が
あ
る
場
所
を
選
ん
だ

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
さ
ら
な
る
整
備

な
ど
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

通
学
路
安
全
対
策
事
業
の
令
和
４

年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
関
係
部
署

と
協
議
の
う
え
で
検
討
す
る
。

委
員
会
審
査
か
ら

総
務
常
任
委
員
会

上
尾
市
税
条
例
の
一
部
改
正

文
教
経
済
常
任
委
員
会

補正予算

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

介
護
予
防
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布

工
事
請
負
契
約
の
解
除
に
伴
う

裁
判
上
の
和
解

補正予算

都
市
整
備
消
防
常
任
委
員
会

通
学
路
の
安
全
対
策
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令
和
３
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
｟
第
５
号
｠
／
裁
判
上
の
和
解
を
す

る
こ
と
に
つ
い
て

反
対
▼
共
産
党　

市
民
の
声
を
聞
か
ず

進
め
た
こ
と
は
、
議
会
も
同
様
に
責
任

が
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
支
出
し
な
い
で

済
ん
だ
市
民
の
税
金
を
損
害
賠
償
に
充

て
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

交
渉
の
経
過
が
正
当
か
ど
う
か
を
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
。

反
対
▼
彩
の
会
｟※

補
正
予
算
に
対
す

る
討
論
な
し
｠　

裁
判
は
、
市
長
の
中
途

半
端
な
政
策
的
判
断
に
よ
り
招
い
た
結

果
で
あ
る
。
市
側
の
姿
勢
に
納
得
の
い

か
な
い
業
者
が
裁
判
を
提
起
し
た
も
の

で
あ
り
、
和
解
で
は
資
料
が
残
ら
な
い

可
能
性
も
あ
る
た
め
、
司
法
の
判
断
、

理
由
が
付
さ
れ
た
判
決
が
必
要
で
あ
る
。

反
対
▼
無
会
派
｟
津
田
｠　

当
局
の
答
弁

は
遅
延
損
害
金
が
増
え
る
の
を
防
ぐ
た

め
や
、
裁
判
所
の
和
解
案
で
あ
り
正
当

で
あ
る
と
い
う
説
明
に
終
始
し
て
い
た
。

根
拠
が
薄
弱
な
和
解
案
よ
り
も
、
判
決

文
を
市
民
に
示
し
、
市
政
に
生
か
し
て

い
く
方
が
有
益
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
｟
第
６
号
｠

反
対
▼
無
会
派
｟
秋
山
｠　

観
光
協
会
が

実
施
す
る
あ
げ
お
グ
ル
メ
応
援
お
食
事

券
発
行
事
業
な
ど
は
、
多
く
の
人
が
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
時
期
と
し

て
適
切
か
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
の

で
反
対
す
る
。

令
和
３
年
度
上
尾
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
｟
第
１
号
｠

反
対
▼
無
会
派
｟
秋
山
｠　

年
々
、
高
齢

化
が
進
行
し
、
介
護
が
必
要
と
な
る
よ

う
な
高
齢
者
の
増
加
を
防
ぐ
工
夫
が
市

に
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
ア
ッ
ピ
ー

元
気
体
操
の
よ
う
な
介
護
予
防
事
業
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
賛
成
で
き
な

い
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
〖
浅

間
川
都
市
下
水
路
改
修
工
事
〗

反
対
▼
無
会
派
｟
秋
山
｠　

防
災
対
策
は

行
う
べ
き
だ
が
、
非
常
に
お
金
が
か
か

る
工
事
で
あ
る
。
市
民
の
税
金
の
使
い

方
を
審
議
す
る
議
員
と
し
て
、
利
益
額

の
算
出
の
方
法
な
ど
、
工
事
費
の
金
額

に
つ
い
て
、
納
得
の
い
く
説
明
が
さ
れ

な
い
こ
と
か
ら
賛
成
で
き
な
い
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
〖
平
方
ス
ポ
ー

ツ
広
場
整
備
事
業
〗

反
対
▼
無
会
派
｟
秋
山
｠　

長
い
時
間
用

地
買
収
を
待
っ
て
い
た
地
権
者
の
気
持

ち
も
理
解
で
き
る
が
、
も
と
も
と
沼
地

で
あ
っ
た
土
地
を
コ
ロ
ナ
禍
で
用
地
買

収
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
も
う
少
し

後
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
現
時
点

で
の
財
産
の
取
得
に
反
対
す
る
。

「
総
合
計
画
」「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

へ
の
掲
載
に
関
す
る
請
願
｟
請
願
第
１０

号
・
第
１３
号
｠

反
対
▼
無
会
派
｟
秋
山
｠　

住
ん
で
い
る

人
た
ち
の
意
見
も
聞
い
て
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
皆
が
喜
ぶ
か
、
よ
く
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
総
合
計
画
や
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
ど
う
変
え
る
か
と
い
う

こ
と
に
関
し
て
は
、
も
う
少
し
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

小
中
学
校
給
食
費
無
料
化
に
関
す
る
請

願賛
成
▼
政
策
・
市
民
の
声　

補
助
な
ど

の
枠
組
み
の
再
検
討
を
含
め
、
着
手
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
も

一
致
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
そ
検
討
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
定
住
促
進

の
方
針
に
も
合
致
し
、
段
階
的
な
取
り

組
み
に
着
手
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。

反
対
▼
同
志
会　

財
源
確
保
に
課
題
が

残
る
。
市
は
人
件
費
、
施
設
の
改
修

費
、
無
償
化
対
象
者
へ
の
支
援
で
約
１０

億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
時
期
尚
早
と

考
え
る
。
児
童
手
当
、
こ
ど
も
医
療
費

の
助
成
や
個
別
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
現
時
点
で
は
反
対
す
る
。

賛
成
▼
共
産
党　

本
市
の
給
食
費
の
自

己
負
担
は
高
い
。
子
ど
も
を
持
つ
世
帯

は
支
出
も
大
変
多
く
、
消
費
税
増
税
に

よ
る
負
担
が
増
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

仕
事
も
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
憲
法
第

２６
条
は
、
義
務
教
育
は
無
償
と
す
る
と

定
め
て
い
る
。

賛
成
▼
無
会
派
｟
津
田
｠　

子
ど
も
へ
の

投
資
は
、
地
域
活
性
化
、
人
口
増
、
税

収
増
と
い
っ
た
見
返
り
が
必
ず
あ
る
。

他
自
治
体
が
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
い
る
今

が
決
断
の
と
き
で
あ
る
。
給
食
は
子
ど

も
の
未
来
を
つ
く
り
、
市
の
未
来
を
豊

か
に
し
て
い
く
事
業
で
あ
る
。

　

令
和
３
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

次
の
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
総
合
計
画
」「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

へ
の
掲
載
に
関
す
る
請
願

請
願
者
／
永
嶋
英
明
氏

図
書
館
に
お
け
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置
に

関
す
る
請
願

請
願
者
／
上
尾
の
図
書
館
を
考
え
る
会

代
表　

土
屋
豊
子
氏

小
中
学
校
給
食
費
無
料
化
に
関
す
る
請

願請
願
者
／
学
校
給
食
費
無
料
化
を
め
ざ

す
上
尾
み
ん
な
の
会

代
表
世
話
人　

中
西
百
合
子
氏

「
総
合
計
画
」「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

へ
の
掲
載
に
関
す
る
請
願

請
願
者
／
齋
藤
哲
雄
氏

採
択
さ
れ
た
請
願

討
論
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◎市長提出議案（２６件）

◎議員提出議案（４件）

◎請願（４件）

令和２年度上尾市一般会計歳入歳出決算の認定

について

令和２年度上尾市国民健康保険特別会計歳入歳

出決算の認定について

令和２年度上尾市介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定について

令和２年度上尾市後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について

令和２年度上尾市水道事業会計決算の認定につ

いて

令和２年度上尾市公共下水道事業会計決算の認

定について

令和３年度上尾市一般会計補正予算（第５号）

令和３年度上尾市一般会計補正予算（第６号）

令和３年度上尾市国民健康保険特別会計補正予

算（第２号）

令和３年度上尾市介護保険特別会計補正予算

（第１号）

上尾市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に

関する条例の一部を改正する条例の制定について

上尾市税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

上尾市手数料徴収条例等の一部を改正する条例

の制定について

企業版ふるさとあげお応援基金条例の制定につ

いて

上尾市特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例及び上尾

市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

議案第７４号

議案第７５号

議案第７６号

議案第７７号

議案第７８号

議案第７９号

議案第８０号

議案第８１号

議案第８２号

議案第８３号

議案第８４号

議案第８５号

議案第８６号

議案第８７号

議案第８８号

上尾市国民健康保険条例の一部を改正する条例

の制定について

工事請負契約の締結について【浅間川都市下水

路改修工事】

財産の取得について【平方スポーツ広場用地の

購入】

裁判上の和解をすることについて

埼玉県都市競艇組合規約の変更について

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

教育委員会委員の任命について【内田みどり氏】

令和３年度上尾市一般会計補正予算（第７号）

控訴の提起について

選択的夫婦別氏（姓）制度の法制化に向けた議

論を求める意見書

出産育児一時金の増額を求める意見書

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税

財源の充実を求める意見書

不起訴処分に対する審査申立について

「総合計画」「都市マスタープラン」への掲載

に関する請願

図書館における無線ＬＡＮ設置に関する請願

小中学校給食費無料化に関する請願

「総合計画」「都市マスタープラン」への掲載

に関する請願

議案第８９号

議案第９０号

議案第９１号

議案第９２号

議案第９３号

議案第９４号

議案第９５号

議案第９６号

議案第９７号

議案第９８号

議案第９９号

議第１１号議案

議第１２号議案

議第１３号議案

議第１４号議案

請願第１０号

請願第１１号

請願第１２号

請願第１３号

令和３年９月定例会提出議案・請願とその結果

議案第 74 号

議案第 75 号

議案第 76 号

議案第 77 号

議案第 80 号

議案第 81 号

議案第 83 号

議案第 90 号

議案第 91 号

議案第 92 号

請願第 10 号

請願第 12 号

請願第 13 号

議第13号議案

認定

認定

認定

認定

原案否決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案否決

採択

採択

採択

原案可決

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

■

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

■

○

○

○

○

■

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

×

×

○

×

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

○

×

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

○

×

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

○

×

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

○

×

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

×

○

○

秋
山
か
ほ
る

佐
藤
恵
理
子

津

田

賢

伯

星

野

良

行

小

川

明

仁

道

下

文

男

前

島

る

り

戸
野
部
直
乃

井

上

智

則

平

田

通

子

池

田

達

生

戸

口

佐

一

新

藤

孝

子

轟

　

信

一

渡

辺

綱

一

田

中

一

崇

新

道

龍

一

尾

花

瑛

仁

原

田

嘉

明

浦

和

三

郎

海
老
原
直
矢

矢

口

豊

人

荒

川

昌

佑

政策・市民の声 上尾同志会 共産党 公明党 彩の会 無会派

議決

結果

議案

（請願）

番号

◎本議会において賛否が分かれた議案・請願

議
　
長

※　一覧に掲載されていない議案は、全会一致で可決。
※　○＝賛成　×＝反対　■＝退席　※議長は採決に加わりません。

大

室

　

尚

長

沢

　

純

深

山

　

孝

田

島

　

純

井

上

　

茂

鈴

木

　

茂

樋

口

　

敦

※詳しくは市議会ホームページの
　「議案」をご覧ください。

議会だより AGEO CITY
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提 言 書

賛
成
▼
政
策
・
市
民
の
声

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度

の
補
正
予
算
の
多
く
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
充
て
ら
れ
た
が
、
市
民

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る

多
く
の
事
業
に
執
行
残
が

生
じ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ

る
。
検
証
を
行
い
、
周
知

の
強
化
な
ど
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。
令
和
３

年
度
予
算
で
は
、
補
助
金

を
含
め
、
昨
年
度
の
予
算

額
か
ら
一
律
１０
％
を
削
減

し
た
予
算
要
求
基
準
と

な
っ
た
が
、
令
和
４
年
度

の
予
算
要
求
基
準
に
お
い

て
、
工
事
費
お
よ
び
補
助

金
が
削
減
の
対
象
か
ら
外

さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す

る
。

反
対
▼
共
産
党　

一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
、
同
和
関
連
事
業
は
特

定
の
団
体
に
補
助
金
な
ど

を
支
給
し
て
い
る
が
、
敬

老
祝
金
な
ど
の
補
助
金
は

削
減
さ
れ
た
。
学
力
向
上

支
援
事
業
は
、
学
校
間
競

争
に
な
り
学
力
向
上
に
つ

な
が
ら
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
、
消
防
職
員
な
ど
の

増
員
が
必
要
で
あ
る
。
学

校
施
設
更
新
計
画
策
定
事

業
は
統
廃
合
の
な
い
計
画

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
認

定
で
き
な
い
。
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
は
、
賦
課

限
度
額
の
基
礎
課
税
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
認

定
で
き
な
い
。
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
は
、
軽

減
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

た
め
認
定
で
き
な
い
。

反
対
▼
無
会
派
｟
秋
山
｠

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
、
委
託
料
が
何

の
基
準
も
な
い
ま
ま
増
え

続
け
て
い
る
。
委
託
す
る

場
合
の
基
準
を
つ
く
る
べ

き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
、
２
０
２
５
年
問
題

が
あ
る
中
で
、
ア
ッ
ピ
ー

元
気
体
操
の
よ
う
な
介
護

予
防
事
業
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
。

令
和
２
年
度
決
算
審
査

議
会
か
ら
５
項
目
を
市
に
提
言

～
次
年
度
の
予
算
編
成
に
生
か
す
た
め
～

　

９
月
定
例
会
で
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
令
和
２
年
度
一

般
会
計
な
ど
６
会
計
に
つ
い
て
審
査
し
、
い
ず
れ
も
認
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
決
算
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
に
生

か
す
た
め
、
委
員
が
全
会
一
致
で
合
意
し
た
５
項
目
を
「
提
言
書
」
と
し

て
ま
と
め
、
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

提 言 書
○適正な財政運営について
●実質収支が平年と比べて多額になったことに鑑み、当初予算及び補正予算においては、
　歳入予測の正確性を高めるとともに、歳出予算を適切に見込んだ上での財政運営に努め
　ること。
●昨年度は多様な財源の確保について提言したが、今回の決算審査でも課題が見受けられ
　た。市民ニーズに適切に応える施策を実現するために、国・県支出金、ふるさと納税、
　企業版ふるさと納税、クラウドファンディング等の多様な財源を有効に活用すること。
○事業の精査について
●慣例的に行われている事業について、廃止・縮小も含め検討すること。
●コロナ禍において中止・縮小された事業については再検討すること。
●業務委託については、費用対効果等を含め精査すること。
●市民負担軽減につながる各事業については、過剰な不用額が生じないよう、需要の把握
　と検証を行い、改善を行うこと。
○地球温暖化対策の強化・推進について
●ＣＯ₂排出量の削減は喫緊の課題であり、再生可能エネルギーの導入のさらなる促進等、
　地球温暖化対策の継続的な取り組みが必要である。また、都市環境の改善、多様な生態
　系の維持、防災・減災等のために緑地・里山の保全が必要である。以上を踏まえ、環境
　に関わる基金等の多様な財源を積極的に活用し、市としての主体的な取り組みを推進す
　ること。
○困難を抱える子ども・若者への支援について
●困難を抱える子ども・若者支援に関わる、子ども家庭総合支援センターを始めとするす
　べての関連部署について、市民への周知や十分な職員の配置、適切な連携等の体制整備
　を行うこと。
●また、部局横断的に協議等を行う場の設置や地域力を活用した子どもの貧困対策への取
　り組みを行うネットワークづくり等、必要な体制及び相談体制の整備を進めること。
●なお、以下の事業については、予算編成において事業の強化及び創設について検討を行
　うこと。
　 ▶不登校・いじめ・発達等に課題を抱える児童生徒及び保護者の悩みや心理的負担の軽
　減を図るとともに、社会的自立に向けた支援▶外国人児童生徒の就（修）学機会を確保し、
　学校生活に対応するための日本語の習得や、日本の生活文化への適応支援▶経済的な理
　由により就（修）学・進学が困難な児童生徒や学生への支援▶ひとり親家庭・生活困窮世帯
　の学習支援▶虐待を受けている子どもや、ヤングケアラー等についての発見から支援ま
　での部局横断的な体制づくり▶困窮家庭で生活する子ども達への居場所や食の適切な支
　援（居場所づくり、子ども食堂、フードパントリー等）
○さいたま水上公園を含む上尾運動公園エリアの今後の整備について
●さいたま水上公園を含む上尾運動公園エリアの今後の整備については、市民の関心事で
　あるにも関わらず、充分な予算執行がされなかった。このことから、スポーツ科学拠点
　施設が上尾運動公園に設置される方向となったことを踏まえ、周辺地域の賑わい創出に
　向けて事業を進めること。
●また、さいたま水上公園の再整備において、県に対する積極的な働きかけをするととも
　に、必要な体制づくりを行うこと。

委員構成

◎新道　龍一　　〇鈴木　茂
　尾花　瑛仁　　　佐藤恵理子
　田中　一崇　　　樋口　敦
　矢口　豊人　　　秋山かほる
　新藤　孝子　　　星野　良行
　前島　るり　　　海老原直矢
　池田　達生　　　道下　文男
　（◎が委員長　〇が副委員長）

本
会
議
で
の
討
論

議会だより
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日
本
眼
科
医
師
会
作

成
の
視
覚
検
査
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
強
く
薦
め
て
い
る
屈

折
検
査
の
概
要
は
。

　
　

屈
折
検
査
機
器
を
用

い
て
遠
視
、
乱
視
の
程
度
、

斜
視
の
有
無
な
ど
を
検
査

し
、
視
覚
の
異
常
を
判
定

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　

屈
折
検
査
を
行
っ
て

い
る
県
内
の
市
町
村
は
。

　
　

県
が
令
和
３
年
５
月

に
と
り
ま
と
め
た
調
査
に

よ
る
と
、
草
加
市
や
戸
田

市
な
ど
１７
の
市
町
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　
　

上
尾
市
が
屈
折
検
査

を
実
施
し
な
い
理
由
と
導

入
へ
の
課
題
は
。

　
　

現
在
、
３
歳
児
健
康

診
査
に
つ
い
て
は
、
上
尾

市
医
師
会
、
北
足
立
歯
科

医
師
会
の
協
力
の
下
、
東

保
健
セ
ン
タ
ー
で
集
団
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
時

間
内
に
全
て
の
対
象
児
が

検
査
項
目
を
終
え
る
よ
う
、

健
診
の
流
れ
や
動
線
の
工

夫
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の

実
施
の
た
め
、
全
て
の
部

屋
を
使
用
し
、
密
を
避
け

て
実
施
し
て
い
る
。
屈
折

検
査
導
入
に
つ
い
て
は
、

検
査
を
行
う
た
め
の
資
機

材
や
人
員
体
制
、
検
査
場

所
の
確
保
、
健
診
全
体
の

流
れ
や
動
線
の
見
直
し
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

３
歳
児
健
診
で
発
見

さ
れ
た
弱
視
の
多
く
は
治

療
で
き
る
。
子
ど
も
の
目

を
救
う
た
め
、
早
期
に
屈

折
検
査
を
導
入
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　

今
後
、
国
や
他
市
の

動
向
な
ど
も
注
視
し
な
が

ら
、
研
究
し
て
い
く
。

　
　

「
福
祉
の
総
合
相
談

窓
口
」
の
設
置
は
市
民
が

求
め
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
昨
年
の
１２
月
議
会
の

一
般
質
問
で
も
要
望
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
策
定
中
で
あ
る

「
第
３
次
上
尾
市
地
域
福

祉
計
画
」
に
お
い
て
、
一

歩
踏
み
込
ん
で
「
福
祉
の

総
合
相
談
窓
口
」
の
設
置

を
盛
り
込
む
予
定
と
し
て

お
り
、
現
在
設
置
に
向
け

た
検
討
を
継
続
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

「
第
６
次
上
尾
市
総

合
計
画
」
の
中
で
も
、
介

護
や
認
知
症
、
障
が
い
、

子
育
て
な
ど
日
常
生
活
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
事
に

つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き

る
よ
う
環
境
を
整
備
す
る

と
あ
り
、
主
な
取
り
組
み

と
し
て
「
福
祉
の
総
合
相

談
窓
口
」
の
設
置
の
検
討

を
掲
げ
て
い
る
。
設
置
に

向
け
て
の
課
題
は
。

　
　

課
題
と
し
て
は
、
受

け
止
め
た
相
談
に
対
し
て

関
係
す
る
部
署
と
ど
の
よ

う
に
連
携
や
進
捗
管
理
を

行
っ
て
い
く
の
か
、
部
を

ま
た
い
だ
連
携
体
制
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
そ
の
合

意
形
成
と
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
今
後
は
、
相
談
室
や
職

員
の
確
保
を
含
め
、
窓
口

の
相
談
体
制
に
つ
い
て
も

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

３
歳
児
健
康
診
査
に
視
覚
（
屈
折
）

　
　
　
　
　
　
　 

検
査
の
導
入
を

市
民
が
相
談
し
や
す
い
「
福
祉
の

　
　
総
合
相
談
窓
口
」
の
設
置
を

星野良行

（彩の会）

前島るり

（公明党
上尾市議団）

　　

問問問

答

答答答

問問 答

問答

そこが聞きたい
ここが問題 ！？

　９月定例会の一般質問は、９月１７・２１・２２・

２４・２７日の５日間行われ、２４人の議員が市

政全般８１項目にわたって市当局の見解を求

めました。各議員の一般質問の中から一部を

掲載しました。詳細は市議会のホームページ

をご覧ください（１２月下旬公開）。

　なお、本定例会では、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止のため、傍聴の自粛を

お願いし実施いたしました。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
公
民
館

・
市
長
公
約
の
取
組
み

一 般 質 問一 般 質 問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
小
さ
く
産
ま
れ
た
赤

　

ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
を

　

支
援
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ

　

ク
作
成

・
公
共
施
設
利
用
時
の
減

　

免
制
度

・
障
が
い
者
の
乳
が
ん
検

　

診
推
進
と
無
料
検
診
の

　

年
齢
引
き
下
げ

・
ゴ
ミ
収
集
の
課
題
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医
療
的
ケ
ア
児
が
装

着
し
て
い
る
人
工
呼
吸
器

な
ど
は
、
電
力
を
使
用
し

命
を
繋
い
で
い
る
。
県
内

で
人
工
呼
吸
器
な
ど
に
使

う
発
電
機
を
日
常
生
活
用

具
に
含
み
、
助
成
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
。
災
害

時
な
ど
急
な
停
電
な
ど
に

備
え
て
助
成
す
る
こ
と
を

望
む
が
見
解
は
。

　
　

今
後
、
他
市
町
村
の

動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
研

究
し
て
い
く
。

　
　

医
療
的
ケ
ア
児
支
援

庁
内
連
絡
会
議
で
挙
が
っ

て
い
る
課
題
は
。

　
　

課
題
と
し
て
は
医
療

的
ケ
ア
児
の
実
態
把
握
や

施
設
へ
の
受
け
入
れ
態

勢
、
複
数
の
所
属
に
ま
た

が
る
相
談
内
容
へ
の
対
応

な
ど
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
　

ご
家
族
へ
の
支
援
体

制
を
一
層
進
め
る
た
め
に

相
談
や
情
報
提
供
、
助
言

な
ど
を
行
う
機
関
と
し
て

医
療
的
ケ
ア
児
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

要
望
す
る
が
見
解
は
。

　
　

医
療
的
ケ
ア
児
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
都

道
府
県
知
事
が
指
定
ま
た

は
自
ら
行
う
と
さ
れ
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
検
討

し
て
な
い
。
今
後
、
県
の

動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
体

制
の
強
化
に
努
め
て
い

く
。

　
　

市
長
就
任
１
期
目
の

最
終
年
度
に
当
た
り
、
市

政
運
営
の
総
括
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。
こ
れ
ま
で

の
議
会
答
弁
を
踏
ま
え
、

上
平
複
合
施
設
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
何
を
ど
う
指

示
し
た
の
か
。

　
　

複
合
施
設
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
市
議
会
で

の
決
議
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
コ
ン
セ
プ
ト

を
明
ら
か
に
し
、
市
民
に

幅
広
く
活
用
し
て
も
ら
え

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
方

向
性
を
も
っ
て
検
討
を
進

め
る
よ
う
指
示
を
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
の
分
館
機

能
も
持
た
せ
つ
つ
、
市
全

体
で
活
用
す
べ
き
施
設
と

な
る
よ
う
に
見
直
し
を
す

る
よ
う
指
示
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
　

今
後
残
る
大
き
な
問

題
解
決
に
向
け
市
長
の
思

い
と
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
決
意
を
伺
う
。

ま
た
、
課
題
解
決
の
た
め
、

２
期
目
へ
挑
戦
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
　

任
期
の
満
了
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
１１
月
２８
日

の
市
長
選
挙
に
再
び
臨

み
、
公
正
な
政
治
、
公
平

な
行
政
を
一
段
と
推
進
す

る
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却

と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
・

脱
炭
素
社
会
の
構
築
へ
と

積
極
的
に
取
り
組
み
、
持

続
可
能
で
選
ば
れ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
い
く
。

　

将
来
を
担
う
若
い
世
代

も
高
齢
者
も
不
安
を
抱
く

こ
と
な
く
、
健
や
か
に
自

分
の
夢
の
実
現
に
向
か
っ

て
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
「
み
ん
な
が
輝
く
ま

ち　

あ
げ
お
」
の
実
現
の

た
め
、
粉
骨
砕
身
、
全
力

を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

　
　

先
日
、
妻
が
市
役
所

で
母
子
手
帳
を
も
ら
い
、

見
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
母
子
と
い
う
言
葉
が

気
に
な
っ
た
。
父
親
と
し

て
一
緒
に
子
育
て
に
関
わ

り
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
母
だ
け
が
子
育
て
の

主
体
で
あ
る
か
の
よ
う
な

社
会
の
認
識
を
突
き
付
け

ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

子
育
て
は
母
親
の
み
が
行

う
も
の
で
な
く
、
ま
た
家

族
の
在
り
方
も
多
様
化
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
母
子

健
康
手
帳
と
は
ど
の
よ
う

な
内
容
で
、
ど
の
よ
う
な

役
割
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

主
な
内
容
は
、
妊
娠

や
出
産
の
経
過
、
乳
幼
児

期
の
健
康
診
査
や
予
防
接

種
の
記
録
、
乳
幼
児
身
体

発
育
曲
線
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
役
割
と
し
て
は
、

妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児
期
ま

で
の
母
と
子
の
健
康
に
関

す
る
情
報
や
子
ど
も
の
予

防
接
種
の
記
録
な
ど
が
全

て
記
載
さ
れ
、
母
子
の
健

康
を
保
持
・
増
進
す
る
こ

と
に
あ
る
。

　
　

母
子
健
康
手
帳
と
い

う
名
称
を
今
後
、
親
子
手

帳
と
い
う
形
で
、
父
親
を

含
め
て
活
用
す
る
視
点
を

持
ち
、
い
ず
れ
も
併
記
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
は
い

か
が
か
。

　
　

父
親
の
育
児
参
加
や

家
族
、
地
域
の
子
育
て
支

援
は
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
母
子
健
康
手

帳
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
他
市
の
動
向
な
ど

も
参
考
に
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
家
族
の

　
　
　
　
　
　
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア

母
子
健
康
手
帳
か
ら
親
子
手
帳
へ

　
　
　
　
　
　
　
　 

名
称
変
更
を

市
政
運
営
の
総
括
と
課
題
は

浦和三郎

（政策・
市民の声）

戸野部直乃

（公明党
上尾市議団）

新道龍一

（上尾同志会）

問問問

問問

答

答

答答

問

問答

答

答

し
ん
ち
ょ
く

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
幼
児
教
育
推
進
協
議
会

　

の
進
捗
と
今
後

・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　

の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
土
地
の
適
正
な
管
理
に

　

関
す
る
条
例
制
定
を
目

　

指
し
て

・
経
営
戦
略

・
防
災
・
減
災
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保
育
所
入
所
を
希
望

し
な
が
ら
入
所
で
き
て
い

な
い
児
童
の
幼
稚
園
で
の

受
け
入
れ
促
進
の
た
め
の

環
境
整
備
や
周
知
が
必
要

と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

市
で
は
共
働
き
世
帯

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

幼
稚
園
も
検
討
い
た
だ
け

る
よ
う
、
幼
稚
園
の
預
か

り
保
育
も
含
め
た
利
用
の

案
内
を
し
て
い
る
。

　
　

預
か
り
保
育
に
つ
い

て
、
「
あ
げ
お
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
へ
の
掲
載

な
ど
周
知
徹
底
を
求
め
る
。

　

児
童
な
ど
が
新
型
コ
ロ

ナ
陽
性
者
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
臨
時
休
園
と
な
る

幼
稚
園
が
出
て
い
る
が
、

８
月
時
点
で
は
そ
の
場
合

市
の
一
時
預
か
り
保
育
事

業
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ

た
。
改
善
を
求
め
た
が
そ

の
後
の
対
応
は
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
幼
稚
園
な
ど
が
休
園

に
な
っ
た
場
合
、
感
染
に

影
響
の
な
い
児
童
が
保
育

所
の
一
時
預
か
り
を
利
用

し
た
い
時
に
は
、
保
護
者

救
済
の
た
め
の
臨
時
的
な

措
置
と
し
て
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。

　
　

対
応
が
変
わ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
園
お
よ
び
保

護
者
に
周
知
を
求
め
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幼
稚
園

に
つ
い
て
改
善
が
遅
れ
て

い
る
面
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
幼
児
教
育
と

保
育
を
一
括
し
て
所
管
す

る
部
署
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
は
。

　
　

国
の
動
向
な
ど
を
注

視
し
な
が
ら
関
係
部
署
で

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

６
月
１
日
か
ら
８
月

３１
日
ま
で
の
間
、
自
宅
療

養
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
か
ら
の
救
急

要
請
件
数
は
。

　
　

保
健
所
か
ら
の
搬
送

依
頼
件
数
３
件
を
除
き
、

６
月
は
ゼ
ロ
件
、
７
月
は

７
件
、
８
月
は
５９
件
で

あ
っ
た
。

　
　

同
期
間
で
自
宅
療
養

者
か
ら
の
救
急
要
請
に
対

し
医
療
機
関
へ
搬
送
し
た

件
数
は
。

　
　

必
要
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
医
療
機
関
へ
搬
送
し

た
件
数
は
、
６
月
は
ゼ
ロ

件
、
７
月
は
７
件
、
８
月

は
２１
件
で
あ
る
。

　
　

差
分
の
３８
件
は
医
療

機
関
へ
の
搬
送
が
な
か
っ

た
。
搬
送
先
医
療
機
関
が

見
つ
か
ら
な
い
事
案
は
な

か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

８
月
に
自
宅
療
養
者
の
救

急
対
応
に
よ
り
、
他
の
救

急
患
者
へ
の
対
応
が
遅
れ

た
事
案
は
あ
っ
た
か
。

　
　

自
宅
療
養
者
の
対
応

に
よ
り
、
他
の
救
急
患
者

へ
の
対
応
が
遅
れ
た
事
案

は
な
か
っ
た
。

　
　

搬
送
は
保
健
所
の
判

断
と
の
こ
と
だ
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

陽
性
患
者
に
対
す
る
救
急

活
動
に
つ
い
て
の
事
務
連

絡
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

現
場
で
の
観
察
に
よ
っ
て

は
救
急
隊
の
判
断
で
搬
送

す
る
こ
と
も
可
能
と
認
識

し
た
。
自
宅
療
養
者
の
う

ち
無
症
状
者
、
軽
症
、
中

等
症
、
重
症
者
な
ど
で
搬

送
要
件
は
変
わ
る
か
。

　
　

救
急
隊
は
搬
送
を
前

提
に
活
動
し
て
お
り
、
容

体
の
程
度
で
搬
送
の
要
件

が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　

子
ど
も
の
７
人
に
１

人
が
貧
困
状
態
だ
と
言
わ

れ
、
当
市
で
も
、
約
１
割

の
子
が
貧
困
状
態
と
の
調

査
結
果
が
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
の

貧
困
を
ど
う
や
っ
て
な
く

し
て
い
く
か
、
行
政
の
大

き
な
責
務
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

最
も
重
要
な
施
策
の
一
つ

が
養
育
費
だ
と
考
え
る
。

成
人
ま
で
養
育
費
を
受
け

取
り
、
子
ど
も
が
貧
困
に

陥
ら
な
い
た
め
の
施
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

現
在
は
、
養
育
費
に

つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
窓
口
ラ
ッ
ク
に
設
置

し
、
養
育
費
の
重
要
性
や

相
談
窓
口
な
ど
の
周
知
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
、
市
の
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の

法
律
相
談
、
市
民
相
談
室

の
市
民
相
談
な
ど
の
専
門

窓
口
を
案
内
し
て
い
る
。

　
　

養
育
費
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
周
知
し
、
子
ど

も
の
貧
困
を
な
く
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　

養
育
費
に
関
す
る
最

新
の
情
報
や
養
育
費
の
問

題
に
関
す
る
相
談
機
関
な

ど
の
情
報
を
入
手
し
や
す

く
す
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
離
婚
届
の
様
式
を
変
更

し
た
。
新
し
い
様
式
に
は
、

法
務
省
が
作
成
し
た
養
育

費
に
つ
い
て
の
説
明
動
画

や
、
相
談
窓
口
で
あ
る
法

テ
ラ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ

ヤ
ル
お
よ
び
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
２
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
を
記
載

し
、
養
育
費
の
取
り
決
め

を
促
進
す
る
よ
う
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
子
ど
も
を

　 

減
ら
す
た
め
幼
稚
園
の
活
用
を

養
育
費
の
不
払
い
が
招
く

　
　
子
ど
も
の
貧
困
を
防
ぐ
た
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　 

救
急
搬
送
は

鈴木　茂

（政策・
市民の声）

海老原直矢

（政策・
市民の声）

荒川昌佑

（政策・
市民の声）

問

答答

答答

問問問

問

答 答

答問

問

問

問

答

答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
福
祉
施
策

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
施
策

・
ま
ち
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
上
尾
市
の
子
育
て
支
援

　

と
教
育

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・ 

財
政
運
営

・ 

予
算
要
望
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フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

活
動
に
対
し
て
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

生
活
困
窮
世
帯
の
食

生
活
を
支
援
す
る
だ
け
で

な
く
、
寄
附
し
て
く
だ
さ

る
多
く
の
方
々
の
善
意
を

届
け
る
有
意
義
な
活
動
で

あ
る
。
ま
た
、
環
境
保
護

の
側
面
か
ら
、
フ
ー
ド
ロ

ス
削
減
に
つ
な
が
る
活
動

で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
自
主
的
、
主
体
的
に

取
り
組
み
、
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

団
体
に
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
る
か
。

　
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
活
動
に
つ
い
て

周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
運

営
す
る
団
体
が
作
成
し
た

開
催
情
報
を
市
役
所
の
ラ

ッ
ク
に
設
置
し
、
対
象
者

へ
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
の
立
ち
上
げ
や
運
営

の
相
談
に
つ
い
て
、
県
の

こ
ど
も
居
場
所
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を

紹
介
し
て
い
る
。

　
　

市
で
は
６
月
に
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し

た
。
今
後
も
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
定
期
的

な
実
施
計
画
は
あ
る
か
。

　
　

定
期
的
な
開
催
予
定

は
な
い
が
、
今
年
１０
月
か

ら
１１
月
に
県
内
の
多
く
の

市
町
村
が
参
加
し
、
一
斉

に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
行

う
埼
玉
県
県
下
一
斉
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
開
催
さ
れ
る
。
本
市

も
社
会
福
祉
協
議
会
と
協

力
し
て
実
施
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

昨
年
９
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
も
家
族
が
亡

く
な
っ
た
際
の
手
続
き
の

支
援
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
そ
れ
以
降
で
変
わ
っ

た
点
は
あ
る
か
。

　
　

市
民
課
窓
口
で
は
、

こ
れ
ま
で
死
亡
届
を
受
理

し
た
際
に
、
必
要
な
手
続

き
や
関
係
窓
口
を
掲
載
し

た
Ａ
３
判
１
枚
の
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
い
た
が
、
今

年
５
月
に
手
続
き
を
分
か

り
や
す
く
解
説
し
た
Ａ
４

判
２５
ペ
ー
ジ
の
お
く
や
み

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
ご
遺
族

の
方
へ
」
を
作
成
し
、
窓

口
や
支
所
、
出
張
所
で
配

布
し
て
い
る
他
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
使

用
し
た
市
民
の
声
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

必
要
な
手
続
き
が
確

認
で
き
る
の
で
、
今
後
の

参
考
に
し
た
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　
　

市
の
窓
口
に
お
け
る

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
を
担
当
し
て
い
る
保
険

年
金
課
で
は
、
遺
族
が
窓

口
に
お
越
し
の
際
に
、
お

く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で

手
続
き
の
説
明
や
、
関
係

部
署
を
案
内
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
今
後
も
有
効

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
関

係
部
署
に
も
働
き
か
け

る
。

　
　

市
長
は
総
量
３５
％
を

縮
減
す
る
た
め
の
「
上
尾

市
学
校
施
設
更
新
計
画
基

本
計
画
」
を
見
直
す
方
針

を
示
し
た
。
こ
の
更
新
計

画
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
見
直
す
の
か
。

　
　

地
域
説
明
会
の
中
で

賛
否
両
論
、
た
く
さ
ん
の

考
え
が
出
さ
れ
た
こ
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。
地

域
に
お
い
て
、
学
校
は
大

切
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を

深
く
認
識
し
た
。
計
画
を

一
旦
凍
結
し
た
上
で
、
議

会
提
言
な
ど
を
踏
ま
え
て

見
直
し
を
図
る
。

　

な
お
、
巻
末
資
料
の
具

体
的
な
学
校
配
置
の
再
編

案
は
、
規
模
が
大
き
く
な

り
過
ぎ
る
こ
と
や
通
学
路

が
遠
く
な
る
こ
と
な
ど
、

地
域
説
明
会
の
意
見
を
参

考
に
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直

し
を
図
る
よ
う
指
示
し
た
。

　
　

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見

直
し
は
、
市
民
の
意
見
に

耳
を
傾
け
る
と
い
う
姿
勢

と
し
て
評
価
し
た
い
。
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
と
は
、
物
事
を

最
初
か
ら
や
り
直
す
こ
と

で
白
紙
に
な
る
が
見
解
は
。

　
　

地
域
説
明
会
の
意
見

を
重
く
受
け
止
め
、
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
し
を
す
る

よ
う
指
示
し
た
。

　
　

個
別
事
業
の
検
討
で

給
食
提
供
方
式
や
プ
ー
ル

整
備
を
検
討
す
る
目
的
は
。

　
　

給
食
提
供
方
式
や
水

泳
授
業
の
委
託
な
ど
、
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、

コ
ス
ト
比
較
な
ど
の
検
討

を
行
い
、
給
食
室
、
給
食

共

同

調

理

場

の

整

備
、

プ
ー
ル
施
設
更
新
の
方
針

を
決
定
す
る
。

おくやみハンドブック

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
活
動
に
対
し

　
　
　
　
　
　 

さ
ら
な
る
支
援
を

学
校
施
設
更
新
計
画
基
本
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
直
し

家
族
が
亡
く
な
っ
た
際
の

　
　
　
　
手
続
き
の
負
担
軽
減
を

井上　茂

（政策・
市民の声）

樋口　敦

（政策・
市民の声）

井上智則

（公明党
上尾市議団）

問

答

答答

問問

問

答

答答 問

問

問問

答

答答

問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
修
学
旅
行
、
林
間
学
校

　

等
の
学
校
行
事

・
ス
ポ
ー
ツ
行
政

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
本
市
に
お
け
る
盛
土
造

　

成
地

・
平
和
へ
の
取
組

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
介
護
予
防

・
学
童
保
育

・
芝
川
の
浸
水
・
内
水
対
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７
月
、
市
は
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
表
明
し
た
。
そ
の
中
で
、

公
用
車
の
電
気
自
動
車
化

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
、
市
が
管
理
す

る
１
８
２
台
の
車
両
の
う

ち
、
電
気
自
動
車
は
２
台
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
１８
台

で
あ
る
。
災
害
対
応
車
両

を
は
じ
め
電
気
自
動
車
化

が
難
し
い
車
両
も
あ
る

が
、
稼
働
率
を
精
査
し
、

適
正
配
置
に
努
め
る
と
と

も
に
、
次
世
代
自
動
車
の

導
入
を
段
階
的
に
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

住
宅
へ
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
設
置

に
係
る
省
エ
ネ
対
策
推
進

奨
励
金
交
付
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
国
が
設

定
し
た
新
た
な
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
目
標
や
地
域
脱

炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
踏

ま
え
、
国
・
県
の
支
援
措

置
や
先
進
事
例
を
参
考

に
、
具
体
的
な
施
策
の
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
市

長
の
決
意
は
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
導
入
促
進
、

省
エ
ネ
対
策
推
進
奨
励

金
、
地
球
温
暖
化
対
策
啓

発
、
ご
み
の
減
量
化
の
４

つ
の
取
り
組
み
を
重
点
的

に
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
国
や
自
治
体
だ

け
で
は
な
く
、
事
業
者
や

市
民
の
皆
さ
ま
の
実
践
が

重
要
と
な
る
。
さ
ら
に
周

知
と
啓
発
を
図
り
、
脱
炭

素
を
意
識
し
た
取
り
組
み

を
実
践
し
て
い
く
。

　
　

公
共
施
設
の
施
設
間
、

地
域
間
で
の
格
差
に
対
す

る
認
識
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

地
域
に
関
わ
ら
ず
同

じ
よ
う
に
公
民
館
施
設
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
重
要
と
考
え
る
。

　
　

大
石
公
民
館
体
育
室

の
音
響
に
著
し
い
不
具
合

を
感
じ
る
が
、
市
は
認
識

が
あ
る
の
か
、
是
正
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

平
成
３１
年
度
に
音
響

シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
ス

ピ
ー
カ
ー
交
換
を
行
っ
た

が
、「
マ
イ
ク
使
用
の
際

に
聞
き
づ
ら
い
」
と
の
声

が
あ
る
。
課
題
と
し
て
認

識
し
て
お
り
、
改
善
策
を

検
討
す
る
。

　
　

平
方
公
民
館
体
育
室

な
ど
、
複
数
箇
所
で
も
、

音
響
の
不
便
さ
を
感
じ
る

と
の
声
が
あ
り
、
同
じ
市

内
で
、
地
域
に
よ
る
格
差

が
あ
る
こ
と
は
問
題
で
あ

る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
、
公
共
施
設
の
標
準

化
は
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
認
識
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

地
域
に
関
わ
ら
ず
同

じ
よ
う
に
公
民
館
施
設
を

利
用
で
き
る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
他
の
公
民
館
体

育
室
の
音
響
に
つ
い
て
も
、

改
め
て
現
状
を
確
認
し
、

大
石
公
民
館
体
育
室
と
同

様
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対

応
が
で
き
る
か
、
改
善
策

を
検
討
す
る
。

　
　

ご
み
処
理
施
設
整
備

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

上
尾
・
伊
奈
広
域
ご

み
処
理
施
設
の
設
計
に
当

た
っ
て
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
や
、
最
新
型
設
備

に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
、
高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー

回
収
な
ど
に
よ
り
循
環
型

社
会
形
成
の
推
進
や
、
地

球
温
暖
化
対
策
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
災
害
対

策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ご
み
集
積
所
や
ご
み

問
題
が
当
該
地
域
や
自
治

会
に
と
っ
て
重
要
課
題
で

あ
る
昨
今
、
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
住
宅
開

発
で
事
業
者
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
開
発
区
域
内

へ
の
ご
み
集
積
所
設
置
義

務
を
、
開
発
行
為
の
届
出

を
分
割
す
る
な
ど
に
よ
り

怠
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

わ
れ
る
分
譲
住
宅
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
ご
み
集
積

所
の
設
置
・
管
理
の
現
状
、

状
況
把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

ご
み
集
積
所
を
設
置

せ
ず
に
住
宅
を
販
売
し
、

居
住
者
が
決
ま
っ
て
か
ら

ご
み
出
し
の
調
整
を
行
う

中
で
、
ご
み
集
積
所
の
確

保
や
収
集
に
係
る
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

住
宅
購
入
者
が
ご
み
出

し
の
件
で
困
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
宅
建
業
協
会
や

事
業
者
に
対
し
て
、
分
譲

の
際
に
は
地
元
自
治
会
な

ど
と
事
前
に
十
分
調
整
す

る
よ
う
、
開
発
・
建
築
関

連
部
署
と
も
連
携
し
な
が

ら
積
極
的
に
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

　
　
　
　
　
　
　 

実
現
に
向
け
て

ご
み
処
理
の
現
状
と

　
　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

大
石
公
民
館
体
育
室
の
音
響
改
善
と

　
　
　
　
　
公
共
施
設
の
標
準
化
を

道下文男

（公明党
上尾市議団）

　　

田島　純

（上尾同志会）

原田嘉明

（上尾同志会）

問

答

答

問問問 答答

答答 問

問

問問 答

答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
飲
食
店
の
現
状
と
対
策

・
上
尾
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

　

計
画

・
公
園
整
備

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
小
・
中
学
校
の
一
人
一

　

台
端
末
の
有
効
活
用

・
荒
川
築
堤
に
関
す
る
国

　

へ
の
取
り
組
み

・
内
水
対
策
に
対
す
る
市

　

の
考
え
と
対
応
状
況

・
危
険
な
バ
ス
停
の
認
識

　

と
是
正
状
況
、
歩
道
の

　

安
全
確
保

・
財
政
状
況
と
改
善
に
対

　

す
る
取
り
組
み

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
通
学
路
安
全
対
策

・
障
が
い
福
祉
施
策
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年
齢
を
重
ね
る
と
加

齢
性
難
聴
に
な
る
方
が
多

い
。
補
聴
器
の
助
成
に
つ

い
て
、
市
で
は
ど
の
よ
う

な
制
度
が
あ
る
か
。

　
　

聴
覚
障
害
に
よ
り
身

体
障
害
者
手
帳
を
所
有
す

る
方
に
対
し
て
は
、
補
聴

器
の
購
入
や
修
理
に
か
か

る
費
用
を
支
給
す
る
補
装

具
費
支
給
制
度
が
あ
る
。

ま
た
、
市
独
自
の
制
度
と

し
て
、
１８
歳
ま
で
の
難
聴

児
に
対
し
、
補
聴
器
の
購

入
費
用
の
３
分
の
２
を
助

成
す
る
難
聴
児
補
聴
器
購

入
費
助
成
制
度
が
あ
る
。

　
　

身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
対
象
外
と
な
る
難
聴

児
に
は
、
市
独
自
で
助
成

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

大
変
助
か
る
と
思
う
。
軽

中
等
度
の
高
齢
者
に
対
し

て
も
助
成
し
て
い
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
が
、
市

の
見
解
は
。

　
　

県
内
で
高
齢
者
に
対

し
補
聴
器
の
購
入
助
成
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
は
１

市
で
あ
る
。
ま
た
６５
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
平
成
３１

年
度
に
市
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い

て
、
加
齢
性
難
聴
と
自
覚

し
て
い
る
人
の
う
ち
補
聴

器
を
利
用
し
て
い
な
い
人

は
７２
・
５
％
で
あ
っ
た
。

利
用
し
て
い
な
い
理
由
と

し
て
「
補
聴
器
が
な
く
て

も
十
分
意
思
疎
通
が
で
き

る
」
が
６４
・
３
％
と
最
も

多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
結

果
を
踏
ま
え
、
後
期
高
齢

者
の
増
加
状
況
や
県
内
自

治
体
の
動
向
な
ど
を
注
視

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

市
長
の
報
告
に
よ
る

と
、
就
任
か
ら
３
年
間
で

地
方
債
残
高
を
４９
億
７
０

０
０
万
円
削
減
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
市
債
の
償
還

額
は
市
長
の
裁
量
で
設
定

で
き
る
も
の
な
の
か
。

　
　

市
債
発
行
に
伴
う
借

入
金
に
つ
い
て
は
、
繰
上

償
還
を
行
う
場
合
を
除
き

市
債
発
行
時
な
ど
の
借
入

れ
条
件
に
基
づ
き
、
計
画

的
に
償
還
を
し
て
い
る
。

　
　

市
の
場
合
、
国
と
異

な
り
、
国
や
県
と
協
議
し

認
め
ら
れ
た
も
の
、
将
来

に
渡
り
使
う
も
の
に
対
し

て
市
債
を
発
行
で
き
る
と

い
う
認
識
で
あ
る
。
我
々

も
歳
入
と
歳
出
を
し
っ
か

り
と
見
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

市
長
は
市
債
残
高
の
削

減
や
行
政
改
革
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
努
力
を
行
っ

て
き
た
か
。

　
　

就
任
以
来
、
財
政
立

て
直
し
に
向
け
た
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
市
債

が
財
源
と
な
る
建
設
事
業

に
つ
い
て
、
優
先
順
位
を

見
極
め
な
が
ら
財
政
状
況

を
踏
ま
え
た
適
切
な
規
模

で
実
施
し
、
将
来
世
代
の

負
担
軽
減
に
努
め
て
き

た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
事

業
に
つ
い
て
も
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し

つ
つ
持
続
性
の
あ
る
財
政

基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
を

念
頭
に
、
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
市
債
残

高
の
減
少
や
行
政
改
革
に

よ
る
効
果
額
は
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
の
結
果
と
し

て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

高
次
脳
機
能
障
が
い

者
に
対
す
る
支
援
の
主
体

は
、
市
と
県
の
い
ず
れ
に

あ
る
と
考
え
る
か
。

　
　

障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
者
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
市
に
お

い
て
、
適
宜
個
別
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
疾
患
の

特
性
や
対
応
方
法
に
関
す

る
専
門
性
の
高
い
相
談
な

ど
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ

た
高
次
脳
機
能
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
の
案
内
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。

　
　

平
成
３０
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
上
尾
市
障
害

者
支
援
計
画
」
で
は
、
高

次
脳
機
能
障
が
い
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　

令
和
３
年
３
月
に
策

定
し
た
第
６
期
障
害
福
祉

計
画
・
第
２
期
障
害
児
福

祉
計
画
に
お
い
て
は
、
計

画
上
の
対
象
者
と
し
て
高

次
脳
機
能
障
害
児
・
者
を

明
記
し
て
い
る
。　

　
　

高
次
脳
機
能
障
が
い

を
市
民
に
広
く
認
知
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
支
援

促
進
に
つ
い
て
計
画
へ
の

記
載
や
事
業
化
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　

今
後
策
定
す
る
次
期

計
画
に
お
い
て
も
高
次
脳

機
能
障
害
を
明
記
す
る
他
、

相
談
支
援
促
進
の
た
め
、

桶
川
市
・
伊
奈
町
と
共
同

で
設
置
す
る
５
か
所
の
障

害
者
相
談
支
援
事
業
所
の

相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

難
聴
者
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を

高
次
脳
機
能
障
が
い
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
を

財
政
立
て
直
し
に
向
け
た

　
　
　
　
　
取
り
組
み
の
成
果
は

津田賢伯

（無会派）
　　

佐藤恵理子

（無会派）

小川明仁

（彩の会）

問

答

答

問問 答

答問

問

問

問 答

答 答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
妊

　

婦
医
療

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

・
道
路
の
危
険
箇
所

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

・
ご
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
消
防
行
政

・
自
治
会
活
動

・
さ
い
た
ま
水
上
公
園
の

　

廃
止

・
平
方
幼
稚
園
の
対
応
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上
尾
市
と
伊
奈
町
の

可
燃
物
、
不
燃
物
、
資
源

物
、
粗
大
ご
み
の
比
率
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

令
和
２
年
度
実
績
に

お
い
て
、
西
貝
塚
環
境
セ

ン
タ
ー
で
は
可
燃
物
が
約

８８
％
、
不
燃
物
が
約
３
％
、

資
源
物
が
約
９
％
、
粗
大

ご
み
が
約
０
・
１
％
で
あ

る
。
伊
奈
町
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
、
可
燃
物
が

約
７０
％
、
不
燃
物
が
約

５
％
、
資
源
物
が
約
２０
％
、

粗
大
ご
み
が
約
５
％
で
あ

る
。

　
　

新
し
く
建
設
す
る
廃

棄
物
処
理
施
設
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
リ
サ
イ

ク
ル
資
源
と
し
て
分
別
収

集
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
可
燃
ご
み
の
減

量
と
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

処
理
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

上
尾
・
伊
奈
ご
み
処

理
広
域
化
検
討
会
議
で
、

分
別
案
に
つ
い
て
検
討
中

で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
資
源

と
し
て
分
別
収
集
す
る
こ

と
が
循
環
型
社
会
形
成
推

進
交
付
金
の
新
た
な
交
付

条
件
と
な
る
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
た
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

　
　

本
市
も
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
持
続
可
能
な

未
来
へ
の
責
任
を
果
た
し

て
い
く
。
上
尾
・
伊
奈
広

域
ご
み
処
理
施
設
建
設
に

つ
い
て
も
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

て
、
環
境
負
荷
の
少
な
い

施
設
整
備
に
努
め
る
。

　
　

特
別
障
害
者
手
当

は
、
２０
歳
以
上
で
、
身
体

や
精
神
に
重
度
の
障
害
が

あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
が
必

要
な
方
が
対
象
と
な
る
国

の
制
度
だ
が
、
要
介
護
４
、

５
の
方
が
対
象
と
な
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
多

く
の
方
が
知
ら
な
い
。
高

齢
介
護
課
で
は
こ
の
制
度

を
要
介
護
４
、
５
の
方
に

周
知
し
て
い
る
の
か
。

　
　

高
齢
介
護
課
の
窓
口

で
、
市
民
か
ら
疾
病
や
障

害
に
よ
り
特
別
な
介
護
に

つ
い
て
支
援
な
ど
が
必
要

と
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
障
害
福
祉
課
へ
案

内
し
て
い
る
。

　
　

要
介
護
４
、
５
の
方

が
特
別
障
害
者
手
当
に
該

当
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

を
、
介
護
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
周
知

し
て
い
る
の
か
。

　
　

特
別
障
害
者
手
当
は

認
定
基
準
が
複
雑
で
あ
る

こ
と
か
ら
障
害
福
祉
課
窓

口
で
案
内
し
て
お
り
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
へ

の
説
明
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　

要
介
護
４
、
５
の
方

が
対
象
に
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
や
障
害
者
手
帳

が
な
い
と
も
ら
え
な
い
と

勘
違
い
を
し
て
い
る
方
も

多
い
。
市
民
に
周
知
し
て

ほ
し
い
が
、
見
解
は
。

　
　

特
別
障
害
者
手
当
制

度
に
つ
い
て
は
、
広
報
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
周
知
し

て
い
る
が
、
他
自
治
体
を

参
考
に
し
な
が
ら
周
知
内

容
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

介
護
予
防
事
業
は
、

２
０
２
５
年
問
題
を
意
識

し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
お

り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
そ

う
と
事
業
が
強
化
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ッ

ピ
ー
元
気
体
操
は
、
こ
う

し
た
将
来
を
見
据
え
て
始

ま
っ
た
も
の
で
、
市
内
８０

か
所
以
上
で
開
催
さ
れ
て

き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
と
し
て
し
ま
っ
た
。

　

再
開
に
当
た
り
、
市
が

実
施
す
る
も
の
と
思
っ
て

い
た
が
、
自
主
的
な
活
動

に
補
助
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
す
で
に
市

民
は
混
乱
し
て
い
る
。
地

域
に
説
明
す
る
時
期
、
活

動
を
再
開
で
き
る
最
短
の

時
期
を
伺
う
。

　
　

市
が
財
政
的
補
助
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
速

や
か
に
ア
ッ
ピ
ー
元
気
体

操
リ
ー
ダ
ー
に
周
知
し
、

１１
月
中
に
は
全
て
の
団
体

に
お
伝
え
す
る
。

　

ま
た
、
再
開
時
期
は
各

団
体
の
状
況
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
活

動
再
開
へ
向
け
た
支
援
を

進
め
て
い
く
。

　
　

今
後
、
活
動
団
体
に

財
政
的
補
助
を
行
う
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
　

今
回
の
見
直
し
に
よ

り
、
会
場
確
保
に
要
す
る

経
費
、
保
険
の
加
入
に
要

す
る
経
費
、
新
た
な
備
品

を
購
入
す
る
経
費
を
補
助

の
対
象
と
す
る
。
ま
た
、

リ
ー
ダ
ー
の
謝
礼
に
つ
い

て
は
、
各
団
体
の
意
見
を

お
聞
き
し
、
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
く
。

新
ご
み
処
理
施
設
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

特
別
障
害
者
手
当
の
周
知
を

ア
ッ
ピ
ー
元
気
体
操
の
こ
れ
か
ら

秋山かほる

（無会派）
　　

戸口佐一

（日本共産党
上尾市議団）

新藤孝子

（日本共産党
上尾市議団）

問問

答答

答 答

問問

問

答

答

問答

問

問答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
の
業
務
委
託

・
学
校
の
統
廃
合

・
あ
げ
お
グ
ル
メ
応
援
お

　

食
事
券
と
他
の
コ
ロ
ナ

　

政
策

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・ 

通
学
路
の
安
全

・ 

難
聴
者
へ
の
支
援
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
介
護
予
防
、
健
康
づ
く

　

り
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

に
関
す
る
対
応
強
化
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池田達生

（日本共産党
上尾市議団）

　
　

し
っ
か
り
し
た
体

力
、
学
力
を
身
に
付
け
、

や
が
て
社
会
を
背
負
う
若

者
に
成
長
す
る
こ
と
で
、

そ
の
結
果
を
享
受
す
る
の

は
、
社
会
で
あ
り
、
国
で

あ
る
。
学
校
給
食
費
の
無

料
化
に
つ
い
て
市
は
「
受

益
者
負
担
」
の
考
え
か
ら

無
料
化
は
で
き
な
い
と
主

張
し
て
い
る
。
改
め
て
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
　

学
校
給
食
法
の
規
定

や
受
益
者
負
担
の
観
点
か

ら
、
食
材
費
は
保
護
者
負

担
と
考
え
て
い
る
。

　
　

学
校
給
食
費
の
無
料

化
と
一
部
補
助
を
求
め
る

請
願
が
議
会
に
提
出
さ
れ

た
。
署
名
は
９
０
０
０
筆

を
超
え
た
と
聞
い
て
い
る
。

昨
年
１１
月
か
ら
始
め
ら
れ

た
署
名
活
動
だ
が
、
雨
の

日
も
、
風
の
日
も
、
真
夏

の
暑
さ
に
も
め
げ
ず
に
ひ

た
す
ら
市
民
に
呼
び
か

け
、
心
の
こ
も
っ
た
協
力

を
い
た
だ
い
た
貴
重
な
署

名
で
あ
る
。
非
常
に
多
く

の
市
民
が
共
感
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

当
局
は
ど
の
よ
う
な
感
想

を
持
っ
た
か
。

　
　

大
変
多
く
の
署
名
を

い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
中
に
、
保
護
者
の
給

食
費
負
担
軽
減
の
ご
意

見
、
ご
要
望
が
あ
る
こ
と

を
深
く
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

学
校
給
食
費
の
公
会

計
化
の
予
定
と
課
題
は
。

　
　

令
和
５
年
度
を
め
ど

に
進
め
て
い
る
。
課
題
は

会
計
管
理
の
運
用
方
法
や

物
資
調
達
な
ど
の
体
制
整

備
で
あ
る
。

　
　

市
長
は
学
校
施
設
更

新
計
画
の
見
直
し
を
表
明

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
方

針
で
見
直
す
の
か
。

　
　

計
画
は
一
旦
凍
結

し
、
議
会
提
言
な
ど
を
踏

ま
え
て
見
直
し
を
図
る
。

巻
末
資
料
と
し
て
示
し
た

学
校
再
編
案
は
、
規
模
が

大
き
く
な
り
過
ぎ
て
い
る

こ
と
や
通
学
路
が
遠
く
な

る
こ
と
な
ど
、
地
域
説
明

会
で
の
意
見
を
参
考
に
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
。

　
　

経
費
３５
％
削
減
の
枠

は
外
せ
な
い
と
し
て
い
た

が
、
大
き
く
変
更
し
た
理

由
は
。

　
　

地
域
説
明
会
や
議
会

の
意
見
を
踏
ま
え
て
見
直

し
を
図
る
に
は
、
更
新
費

用
３５
％
削
減
の
枠
に
と
ら

わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

判
断
し
た
。

　
　

凍
結
し
た
計
画
は
、

市
民
に
十
分
に
意
見
を
聞

く
こ
と
な
く
進
め
て
き

た
。
人
口
増
を
目
指
す
地

域
創
生
総
合
戦
略
と
も
か

み
合
わ
ず
、
公
共
施
設
が

足
り
な
い
市
の
実
態
を
無

視
し
た
計
画
で
あ
る
。
学

校
の
統
廃
合
で
は
な
く
、

学
校
施
設
や
公
共
施
設
の

充
実
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

学
校
施
設
更
新
計
画
基
本

計
画
の
基
本
原
則
、
こ
の

３５
％
を
根
本
的
に
見
直
し

て
修
正
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
、
改
め
て
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

経
費
３５
％
削
減
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
、
適
正
な

財
政
規
模
で
の
学
校
施
設

の
更
新
計
画
と
し
て
、
見

直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直

す
よ
う
指
示
し
た
。

　
　

非
核
平
和
宣
言
都
市

と
し
て
今
年
度
実
施
し
た

市
の
取
り
組
み
は
。

　
　

非
核
平
和
パ
ネ
ル
展

を
市
役
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

他
、
平
方
公
民
館
と
原
市

公
民
館
で
実
施
し
た
。

　
　

非
核
平
和
パ
ネ
ル
展

の
来
場
者
か
ら
の
感
想
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
の
か
。

　
　

来
場
者
か
ら
い
た
だ

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
改
め
て
思
っ
た
」、

「
戦
争
と
平
和
を
考
え
る

機
会
と
な
っ
た
」、「
と
て

も
有
意
義
な
展
示
だ
と

思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
　

非
核
平
和
事
業
の
市

民
へ
の
啓
発
は
。

　
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
て
広
く
市
民
に

周
知
し
て
い
る
。

　

特
に
、
非
核
平
和
パ
ネ

ル
展
に
つ
い
て
は
、「
広

報
あ
げ
お
」
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
他
、
本
庁
舎
や

Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
の
情
報
発
信

モ
ニ
タ
ー
な
ど
で
周
知
し

て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
さ
ら

な
る
周
知
が
図
れ
る
よ

う
、
新
た
に
イ
オ
ン
モ
ー

ル
上
尾
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
に
も
開
催
案
内

を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　

学
校
教
育
に
お
け
る

平
和
学
習
は
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
る
の
か
。

　
　

社
会
科
で
は
戦
争
や

現
在
も
続
い
て
い
る
紛
争

に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
事

実
や
、
国
際
協
調
に
よ
る

世
界
平
和
の
実
現
に
努
め

る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を

学
校
施
設
更
新
基
本
計
画
の

　
　
　
　
３５
％
削
減
は
見
直
し
を

轟　信一

（日本共産党
上尾市議団）

平田通子

（日本共産党
上尾市議団）

市
民
へ
の
平
和
啓
蒙
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
を

け
い
も
う

問問

答答

答

問問 答答

問

問

答問問 答答

答

答

問

問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
防
災
力
強
化

・
学
校
教
育
環
境

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
安
心
・
安
全
な
「
ま
ち

　

づ
く
り
」

・
学
校
施
設
更
新
計
画
基

　

本
計
画
は
見
直
し
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
公
契
約
法
で
地
域
経
済

　

の
活
性
化
を

・
コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
た

　

ち
の
学
び
の
保
障
を
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年賀状などの禁止年賀状などの禁止

不起訴処分に対する審査申立不起訴処分に対する審査申立

全 員 協 議 会

　
　

自
宅
療
養
者
数
や
入

院
待
機
者
数
な
ど
、
市
内

の
感
染
状
況
は
。

　
　

鴻
巣
保
健
所
か
ら
７

月
１５
日
を
最
後
に
情
報
提

供
が
一
時
休
止
さ
れ
て
い

た
が
、
９
月
１５
日
現
在
の

情
報
提
供
が
あ
っ
た
。
入

院
２７
人
、
宿
泊
療
養
２５
人
、

自
宅
療
養
は
１
０
８
人
で

あ
る
。

　
　

保
健
所
か
ら
の
情
報

提
供
が
２
カ
月
間
も
な

か
っ
た
と
い
う
の
は
、
大

変
恐
ろ
し
い
思
い
が
す

る
。
自
宅
療
養
者
支
援
事

業
の
申
請
状
況
は
。

　
　

５７
人
の
方
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
。
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
与

は
１７
件
で
あ
る
。

　
　

引
き
続
き
必
要
と
す

る
方
が
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

　

市
に
保
健
所
を
設
置
し

た
場
合
、
感
染
症
対
策
に

加
え
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
、
精
神
保
健
や
難
病
対

策
、
食
中
毒
対
応
な
ど
、

県
を
経
由
せ
ず
に
迅
速
に

行
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま

た
、
発
生
の
可
能
性
が
高

ま
る
大
規
模
災
害
に
対
し

て
、
高
度
救
助
隊
の
設
置

に
よ
る
消
防
機
能
の
強
化

も
望
め
る
。
中
核
市
に
移

行
し
、
保
健
所
を
設
置
す

る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
見

解
は
。

　
　

感
染
症
へ
の
対
応
に

お
い
て
、
保
健
所
が
担
う

役
割
の
重
要
性
を
再
認
識

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
保
健
所
の
設
置
を
は

じ
め
と
す
る
財
政
負
担
や

専
門
職
員
な
ど
の
新
規
採

用
が
困
難
な
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
慎
重
に
研
究

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

新
型
感
染
症
対
策
の
現
状
と

　
　
　
保
健
所
の
設
置
に
つ
い
て

矢口豊人

（政策・
市民の声）

　９月１６日「損害賠償請求事件（栄電業㈱）に係る判決について」全員協議会を開催しました。
　これは、執行部に判決についての説明を求めるため、議会からの要望により開催されたものです。
　会議では、執行部から資料に基づく説明を受けた後、議員から「原告の請求を一部認容する判決の認
識」、「控訴の判断」、「入札結果および積算の状況」、「工事中止の判断」、「裁判における市の主張」な
どに関する質疑応答・意見などが交わされました。

全 員 協 議 会

　９月定例会最終日の９月
３０日に深山孝議員（上尾同
志会）から辞職願が提出さ
れ、議会は同日、これを許
可しました。
　
会派代表者の変更
　深山孝議員の辞職に伴
い、上尾同志会の代表者が
田中一崇議員に変更となり
ました。

深山孝議員が辞職

不起訴処分に対する審査申立
　９月定例会最終日の９月３０日、小敷谷地内フェンスブロック擁壁撤去・新設工事の経緯に関す

る調査特別委員会での証言拒否・虚偽の陳述に対する告発に係る不起訴処分に対し、さいたま検

察審査会へ審査申立を行うための議員提出議案が提出され、全会一致で可決しました。

　提出の理由は次のとおりです。

　さいたま地方検察庁より送付された不起訴処分理由には、「嫌疑不十分」との記載があるだけ

で、その判断や結論の根拠は不明である。また、畠山稔氏が正当な理由がないのに証言を拒否し

たこと、及び新井弘治氏が虚偽の陳述をしたことは、会議録、委員会録画映像及び提出された記

録の客観的証拠により明白であり、地方自治法違反に該当すると認められる。

年賀状などの禁止

　教育委員会委員・内田

みどり氏の任期が令和３

年９月３０日で満了となる

ため、同氏を再び任命す

ることについて同意を求

められ、全会一致で同意

しました。

うち だ 　政治家からのあいさつ状は、

公職選挙法によって禁止されて

います。これは市議会議員が選

挙区内（上尾市内）に住んでい

る人に対し、答礼のための自筆

によるものを除き、年賀状など

の時候のあいさ

つ状を出すこと

が禁止されてい

るものです。

問問答 答問

答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
の
安
全
、
安
心
、

　

子
育
て
政
策

人事案件に同意人事案件に同意
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１２月定例会は、１２月２７

日（月）に開会予定です。
*

　請願、陳情、要望の提出
期限は、１２月２１日（火）まで
となります。
　上尾市議会ではイン
ターネットを利用した議会
中継( ライブおよび録画 )
を行っております。
　詳しくは、議会事務局
(☎７７５-９４６７)へお問い
合わせください。

次の議会だよりは３月１日発行

次号は１２月定例会の閉
会日が令和４年１月２４日
を予定しているため、
編集の都合により３月
号（３月１日発行）と
してお届けいたします。

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

矢口　豊人

戸口　佐一

田島　　純

轟　　信一

井上　智則

樋口　　敦

星野　良行

戸野部直乃

上尾市議会ＨＰアドレス

議会報編集委員会

https://ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ａｇｅｏ.
   ｌｇ.ｊｐ/ｓｉｔｅ/ｓｈｉｇｉｋａｉ/

◆選択的夫婦別氏（姓）制度の法制化に向けた議論を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　法務大臣　衆議院議長　参議院議長

◆出産育児一時金の増額を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　厚生労働大臣　内閣府特命担当大臣（少子化対策）　衆議院議長　

参議院議長

◆コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　経済産業大臣　内閣官房長官　経済再生担当

大臣　衆議院議長　参議院議長

－意見書３件を原案可決－
　９月定例会最終日の９月３０日、議員提出議案として意見書３件を提出し、
全て可決しました。可決した意見書の件名と提出先は次のとおりです。

委員会活動 Ｒ３.７.１６～Ｒ３.１１.１５
１２月定例会会期予定表

１２月
１月

２７日
６日
７日

１１日

１３・１４日、１７～２０日

２４日

開会
質疑、委員会付託
委員会

（総務、都市整備消防）
委員会

（文教経済、健康福祉）

一般質問
閉会

本紙は再生紙を使用しています。『あげお議会だより』は、上尾市シルバー人材センターの戸別配布でお届けしています。

配布に関するお問い合わせは　ＴＥＬ　７７９－５５２５　ＦＡＸ　７７６－１０７４ まで。

※開議時間は午前９時３０分を予定
　しています。 委 員 会 名 月・日 案　　　　件

・所管事務調査「総合防災訓練の内容について」
・９月定例会提出議案６件を審査
・９/３の委員会で審査保留となった議案 1件を審査
・追加提出議案 1件を審査
・所管事務調査「総合防災訓練の結果報告」

７/２０
９/３
９/７
９/２７

１１/１０ 

・９月定例会提出議案４件、請願２件を審査
・追加提出議案２件を審査
・ 所管事務調査「コロナ禍における市内商工業者の状況について」

９/６
９/２７

１０/２６ 

総 務 常 任 委 員 会

文 教 経 済
常 任 委 員 会

都 市 整 備 消 防
常 任 委 員 会

健 康 福 祉
常 任 委 員 会

上 尾 市 学 校 施 設
更新計画基本計画
調 査 特 別 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

▲総務常任委員会の審査 ▲文教経済常任委員会の審査

・「あげお議会だより№199」の内容について協議
・「あげお議会だより№200」の内容について協議
・「あげお議会だより№200」の内容について協議

７/１６
９/３０
１０/７ 

・ＰＣ持ち込みに関するルール、今後の進め方について他
・ＰＣ持ち込みに関するルール、議会基本条例制定のスケ
　ジュール案他
・ＰＣ持ち込みに関するルール、議会基本条例を作る目的、
　あり方について他

８/１９
１０/６ 

 
１１/９ 

議 会 報
編 集 委 員 会

・議会運営について協議（協議回数９回）

７/２０
９/６

１０/１ 

８/２５～
９/３０

・ 所管事務調査「ワクチン接種の進捗状況と今後のスケジュールについて」
・９月定例会提出議案６件を審査
・所管事務調査「保育所等の施設のコロナ対策について」

議 会 改 革
特 別 委 員 会

・正副委員長の互選
・一般会計歳入および歳出（総務関係）について審査
・一般会計歳出（健康福祉関係）について審査
・一般会計歳出（教育、環境経済関係）について審査
・一般会計歳出（都市整備消防関係）、企業会計について審査
・財産に関する調書、特別会計について審査
・討論、採決、提言まとめ

９/２
９/８
９/９
９/１０
９/１３
９/１４
９/１５

決 算 特 別 委 員 会

・９月定例会提出議案 5件、請願２件を審査
・所管事務調査「第二産業道路の視察」

９/３
１０/２０ 

・地域説明会の結果及び今後のスケジュールについて
・学校施設更新計画と公共施設マネジメントの関連
　性について
・上尾市の教育の方向性について
　（参考人招致：上尾市教育委員会委員）
・学校施設更新に関連する諸課題について

８/２３
１０/７ 

１０/１２ 

１１/８ 
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